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爆音がうるさいときは、
  苦情と抗議の電話をかけよう！

苦情の電話をかけよう
大和市 基地対策課
綾瀬市 基地対策課
海老名市 企画財政課
座間市 市長室渉外課
相模原市 基地対策課
藤沢市 危機管理課
町田市 企画政策課
神奈川県 基地対策課

海上自衛隊厚木基地
防衛省座間事務所
防衛省南関東防衛局
防衛省南関東防衛局（夜間・休日）
米海軍厚木基地

…………………
…………………
…………………
…………………
…………………
…………………
…………………
…………………

…………………
……………………
…………………

…
………………………

046-260-5310
0467-70-5604
046-235-4634
046-252-8035
042-769-8207
0466-50-8381
042-724-2103
045-210-3375

0467-78-8611
046-261-4332
045-211-7129
045-211-7386
0467-78-2664

抗議の電話をかけよう

違法な航空機爆音を解消させるため、特に自衛隊ジェット
機 P-1 哨戒機の旋回飛行訓練による爆音被害に、苦情と
抗議の電話をかけましょう。

　
種
類
別
の
飛
行
に
つ
い
て

　
は
じ
め
に
、
５
日
間
の
飛
行
回
数
で
は
、

１
６
９
回
の
飛
行
が
確
認
さ
れ
、
ジ
ェ
ッ
ト

機
の
９
割
、
そ
し
て
プ
ロ
ペ
ラ
機
の
７
割
が
、

自
衛
隊
機
の
飛
行
で
し
た
。

　
所
属
別
の
飛
行
に
つ
い
て

　
つ
ぎ
に
、
所
属
別
の
飛
行
回
数
で
は
、
自

衛
隊
機
の
飛
行
が
７
割
を
占
め
る
と
と
も
に
、

基
地
南
側
で
の
自
衛
隊
機
の
飛
行
訓
練
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　　
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
装
備
品
性
能
試
験

　
私
た
ち
の
運
動
の
成
果
も
あ
っ
て
、

大
き
な
爆
音
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
た

米
軍
の
空
母
艦
載
機
が
岩
国
基
地
に
移

転
し
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
使
わ
な
く
な
っ
た

施
設
や
土
地
は
返
還
さ
れ
る
の
が
筋
だ

と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
米

軍
と
自
衛
隊
は
空
い
た
基
地
を
利
用
し

て
今
ま
で
行
っ
て
い
な
い
新
し
い
訓
練

を
厚
木
基
地
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
　

　
そ
れ
は
、
輸
送
機
か
ら
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
で
投
下
す
る
試
験
で
す
。
間
違
っ
て

民
家
に
落
ち
る
可
能
性
も
あ
る
訓
練
で

あ
り
、
今
回
は
あ
ろ
う
事
か
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
の
一
部
が
破
れ
て
い
た
こ
と

も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
習
志
野
空
挺
部
隊
の
降
下
訓
練

　
９
月
15
日
に
厚
木
基
地
か
ら
陸
自
空

挺
部
隊
の
隊
員
が
米
軍
輸
送
機
Ｃ
１
３

０
で
千
葉
県
習
志
野
演
習
地
ま
で
空
輸

さ
れ
、
そ
こ
で
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
厚
木
基
地
は
米
軍
が
使

い
、
陸
自
も
、
そ
し
て
日
米
共
同
訓
練

で
も
、
と
な
る
と
基
地
機
能
は
ま
す
ま

す
強
化
さ
れ
、
私
た
ち
が
め
ざ
し
て
い

る
基
地
返
還
は
遠
ざ
か
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
厚
木
爆
同
は
四
団
体
と
と
も
に

抗
議
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
私

た
ち
が
問
題
に
し
た
の
は
、
米
軍
の
作

戦
に
自
衛
隊
を
活
用
し
て
よ
い
の
か
、

空
挺
部
隊
の
錬
成
訓
練
な
ら
ば
米
軍
機

を
使
用
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
だ
と
い

う
こ
と
。
ま
た
、
厚
木
基
地
は
長
年
航

空
機
の
騒
音
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
以
上
の
爆
音
を
も
た
ら
す
よ

う
な
訓
練
は
や
め
る
べ
き
で
す
。
さ
ら

に
、
降
下
訓
練
は
演
習
場
外
に
着
地
す

る
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
前
記
し
た
厚

木
基
地
で
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
の
投
下

訓
練
と
同
じ
よ
う
に
民
家
に
接
し
て
い

る
習
志
野
演
習
場
で
の
訓
練
は
問
題
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
米
軍
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
部
隊
の
展
開

　
10
月
26
日
か
ら
11
月
５
日
ま
で
日
米

共
同
統
合
演
習
に
関
連
し
て
、
米
軍
が

単
独
で
実
施
す
る
訓
練
の
た
め
米
陸
軍

ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
部
隊
が
米
海
軍
厚
木
基

地
に
展
開
す
る
情
報
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
か
ら
の
防
衛
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。
厚
木
基
地
に
は
、車
両
20
両
、

人
員
50
名
の
規
模
で
集
結
し
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
四
団
体
と
と
も
に
滑
走

路
脇
で
の
監
視
・
抗
議
行
動
を
行
い
、

そ
の
後
、
厚
木
基
地
正
門
で
の
申
し
入

　
厚
木
爆
同
と
第
五
次
原
告
団
・
弁
護

団
は
、
さ
る
10
月
９
日
に
大
和
市
発
行

の
「
広
報
や
ま
と
」（
２
０
２
０
年
９

月
15
日
号
）
に
厚
木
基
地
の
「
航
空
機

騒
音
に
か
か
る
環
境
基
準
の
達
成
状

況
」
と
し
て
掲
載
し
た
記
事
の
内
容
に

関
し
て
、
大
和
市
長
に
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

　
記
事
で
は
、
５
カ
所
の
騒
音
測
定
点

の
う
ち
平
成
30
年
度
及
び
令
和
元
年
度

の
年
間
値
が
、
環
境
基
準
を
３
地
点
で

達
成
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
大
和
市
が
測
定
し
て
い
る

Ｌ
ｄ
ｅ
ｎ
値
は
、
公
共
用
飛
行
場
（
民

間
空
港
）
に
適
用
さ
れ
る
評
価
単
位
で

あ
り
、
防
衛
施
設
た
る
飛
行
場
（
軍
用

空
港
）
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
評
価
単
位

は
、
現
時
点
で
未
だ
策
定
、
公
表
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
厚
木
基
地
の
よ
う
な

防
衛
施
設
た
る
飛
行
場
（
軍
用
空
港
）

の
航
空
機
騒
音
を
測
定
す
る
こ
と
は
本

来
の
方
法
で
は
な
く
、
そ
の
測
定
値
を

そ
の
ま
ま
用
い
れ
ば
、
防
衛
施
設
た
る

飛
行
場
の
騒
音
の
程
度
を
実
際
よ
り
も

低
く
評
価
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
ま
し
て
、
公
共
飛
行
場
に
適
用
さ
れ

て
い
る
Ｌ
ｄ
ｅ
ｎ
値
に
よ
っ
て
防
衛
施

設
た
る
飛
行
場
に
つ
い
て
、
環
境
基
準

の
達
成
い
か
ん
を
論
ず
る
こ
と
は
大
き

な
誤
解
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

と
し
て
、
大
和
市
長
に
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

の
反
対
の
声
を
結
集
し
、
基

地
機
能
の
強
化
を
止
め
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
開
催
日
時
】

12
月
13
日
（
日
）

　
　
　
11
時
〜
21
時

  

　 

14
日
（
月
）

　
　
　
10
時
〜
20
時

【
入
場
】　
無
料

【
会
場
】

大
和
市
文
化
創
造
拠
点

シ
リ
ウ
ス
　
　

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
主
催
】　
パ
ネ
ル
展
実

行
委
員
会
　
　

れ
、
南
関
東
防
衛
局
に
対
す
る
申
し
入

れ
等
の
行
動
を
提
起
し
、
厚
木
基
地
の

機
能
強
化
に
断
固
反
対
し
て
い
き
ま
し

た
。

　
以
上
の
よ
う
に
最
近
の
厚
木
基
地
で

は
今
ま
で
無
か
っ
た
初
め
て
の
訓
練
な

ど
新
た
な
厚
木
基
地
の
使
用
が
頻
繁
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
周
辺
住
民

　
機
種
別
の
飛
行
に
つ
い
て

　
つ
ぎ
に
、
機
種
別
の
飛
行
回
数
で
は
、
基

地
北
側
で
自
衛
隊
機
と
米
軍
機
で
13
機
種（
厚

木
基
地
所
属
で
な
い
他
基
地
か
ら
の
外
来
機

６
機
種
を
含
む
）
の
飛
行
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
基
地
南
側
で
は
自
衛
隊
機
と
米
軍
機

で
12
機
種
（
外
来
機
３
機
種
を
含
む
）
の
飛

　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
機
は
、
自
衛
隊
機
、
米
軍

機
と
も
に
基
地
南
側
で
の
飛
行
が
圧
倒
的
に

多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
特
徴
的
な
こ
と
は
、
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト
機

Ｐ‒

１
哨
戒
機
と
、
米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
機
Ｍ

Ｈ‒

60
機
、
及
び
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
機
Ｓ

Ｈ‒

60
機
の
３
機
種
で
全
飛
行
回
数
の
75
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
騒
音
測
定
別
に
つ
い
て

　
つ
ぎ
に
、
騒
音
測
定
別
で
は
、
基
地
北
側

で
80
㏈
台
か
ら
60
㏈
台
、
基
地
南
側
で
90
㏈

台
か
ら
60
㏈
台
の
騒
音
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
地
北
側
と
南
側
の
合
計
で
は
、

70
㏈
台
の
騒
音
が
全
体
の
半
分
を
占
め
て
い

る
と
と
も
に
、
70
㏈
台
か
ら
90
㏈
台
の
騒
音

が
全
体
の
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
70
㏈
台
か
ら
90
㏈ 

台
の
違
法

騒
音
が
、
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
艦
載
機

の
移
転
に
よ
っ
て
静
か
に
な
っ
た
と
は
言
え

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
５
日
間

は
、
天
候

不
順
と
と

も
に
、
航

空
機
の
飛

行
が
極
端

に
少
な

か
っ
た
中

で
の
調
査

に
な
り
ま

し
た
。

　
調
査
で

は
、
基
地

南
側
で
ヘ

リ
コ
プ

タ
ー
機
Ｍ

Ｈ‒

60
機
や
Ｓ
Ｈ‒

60
機
機
の
旋
回
飛
行
訓
練

や
ホ
バ
リ
ン
グ
訓
練
、
エ
ン
ジ
ン
テ
ス
ト
な

ど
を
繰
り
返
し
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト
機
Ｐ‒

１
哨
戒
機

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
教
育
訓
練
と
し
て
の
タ
ッ

チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
訓
練
と
旋
回
飛
行
訓
練

が
連
日
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
騒

音
の
発
生
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
米
空
母
艦
載
機
な
ど
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い

た
激
し
い
騒
音
は
、
岩
国
基
地
へ
の
移
転
に

よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
神
奈
川
県
生
活
環

境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に
定
め
ら
れ
て

い
る
住
居
専
用
地
域
で
の
騒
音
許
容
限
度
と

さ
れ
て
い
る
50
㏈
を
は
る
か
に
超
え
る
違
法

騒
音
が
、
い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
こ
と
は
、

艦
載
機
の
移
転
に
よ
っ
て
静
か
に
な
っ
た
と

は
言
え
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
一
日
も
早
く
解
消
さ

せ
る
た
め
に
は
、
新
た
な
運
動
目
標
を
構
築

し
て
、
引
き
続
き
騒
音
解
消
に
取
り
組
ん
で

行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
引
き
続
き
、
力
を
合
わ
せ
て
、
静
か
な
空

と
夜
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト
機
Ｐ‒

１
哨
戒
機
に

つ
い
て

　
つ
ぎ
に
、
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
Ｐ‒

１
哨

戒
機
は
、
全
国
へ
の
配
備
に
む
け
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
や
搭
乗
員
の
養
成
と
機
体
試
験
な
ど
の
飛

行
訓
練
を
厚
木
基
地
周
辺
の
住
宅
地
上
空
で
、

旋
回
飛
行
訓
練
と
基
地
滑
走
路
で
の
タ
ッ
チ
・

ア
ン
ド
・
ゴ
ー
訓
練
を
連
日
行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
で
も
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト
機
Ｐ‒

１

哨
戒
機
は
、
圧
倒
的
な
飛
行
回
数
を
記
録
し

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
米
軍
艦
載
機
が
移
転
し
た

後
は
、
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト
機
Ｐ‒

１
哨
戒
機
に

よ
る
日
常
的
な
旋
回
飛
行
訓
練
な
ど
に
よ
り
、

基
地
周
辺
住
民
は
引
き
続
き
騒
音
被
害
に
悩

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
飛
行
訓
練
は
、
同
一
飛
行
コ
ー
ス
を

繰
り
返
し
飛
行
す
る
た
め
、
住
宅
地
上
空
で

は
４
分
か
ら
５
分
間
隔
で
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
騒

音
被
害
を
連
日
数
時
間
に
わ
た
っ
て
受
け
て

い
る
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
時
に
は
、
旋
回
飛
行
訓
練
を
２
機

で
代
わ
る
が
わ
る
行
う
こ
と
に
よ
り
、
基
地

周
辺
住
民
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
騒
音
を
２
分
か

ら
３
分
間
隔
で
浴
び
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
飛
行
訓
練
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
調

査
を
行
っ
た
９
月
４
日
の
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト

機
Ｐ‒

１
哨
戒
機
を
捉
え
て
み
る
と
、
南
風
に

向
か
っ
て
13
時
９
分
の
飛
行
か
ら
13
時
４
７

分
の
着
陸
ま
で
に
、
旋
回
飛
行
訓
練
と
タ
ッ

チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
訓
練
を
４
分
か
ら
５
分

間
隔
で
繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
こ
と
が
調
査

記
録
表
か
ら
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
と
め

　
最
後
に
、航
空
機
の
飛
行
実
態
調
査
を
行
っ
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厚
木
爆
同
は
、第
五
次
原
告
団
と
、厚
木
基
地

を
飛
行
す
る
航
空
機
の
飛
行
実
態
と
騒
音
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
方
法
は
、厚
木
基
地
北
側
の「
上
草
柳
３

丁
目
公
園
」（
滑
走
路
か
ら
北
１
km
地
点
）と
、基

地
南
側
の「
ゆ
と
り
の
森
」（
滑
走
路
か
ら
南
５

０
０
ｍ
地
点
）に
お
い
て
、さ
る
８
月
31
日（
月
）

か
ら
９
月
４
日（
金
）ま
で
の
５
日
間
、午
後
１

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、航
空
機
の
飛
行
確
認

と
騒
音
測
定
を
実
施
し
ま
し
た
。厚

木
基
地
で
の
最
近
の
動
き   

航
空
機
の
飛
行
と
騒
音
調
査
で

　
　
　
　飛
行
の
実
態
が
明
ら
か
に

航
空
機
の
飛
行
と
騒
音
調
査
で

　
　
　
　飛
行
の
実
態
が
明
ら
か
に

＝
岩
国
移
転
後
の
厚
木
基
地
機
能
強
化
の
実
態
＝

航
空
機
騒
音
に
関
す
る
広
報
紙
の
記
事

誤
解
を
招
く
た
め
、
大
和
市
長
に
申
し
入
れ

危
険
な
訓
練
の
実
施

日
米
地
位
協
定
を

考
え
る
パ
ネ
ル
展

日
米
地
位
協
定
を

考
え
る
パ
ネ
ル
展

破れたパラシュートで性能試験

厚木基地に集結したペトリオット部隊の車両

飛行実態と騒音調査

種類別の飛行回数

機種別の飛行回数

所属別の飛行回数

ジェット機
外来機

北
自衛隊

ジェット機 プロペラ機 ヘリコプター機
米 軍 自衛隊 米 軍 自衛隊 米 軍 不 明

南
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0
北 南 北 南 北 南 北 南 北 南 北 南
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南 北
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南
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0

騒音別の飛行回数
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2 1
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0

北
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0

北
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0
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南
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1
南
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0
南
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北
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南
9

北
1
南
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北
3
南
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北
2
南
2

北
0
南
1

北
0
南
2

C12J LC90 UC12F US2 C130 KC130

SH60
北
3
南
23 169

北
2
南
1

北
3
南
29

MH60 不明 合計

自衛隊
69%

米軍
29%

不明2%
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3 7
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0
6
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80db台
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70db台
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60db台
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50db台
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100db台
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２
０
０
７
年
10
月
、
防
衛
省
は
自
衛
対
潜

哨
戒
機
Ｐ
３
Ｃ（
プ
ロ
ペ
ラ
機
）
の
老
朽
化
に

よ
り
厚
木
基
地
で
Ｘ
Ｐ‒
１
固
定
翼
哨
戒
機
試

作
機
（
ジ
ェ
ッ
ト
機
）
の
装
備
品
等
の
性
能

評
価
の
た
め
の
乗
り
入
れ
を
開
始
す
る
と
大

和
市
・
綾
瀬
市
に
通
知
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
昭
和
四
六
年
、
当
時
の
防
衛
施
設
庁
は

大
和
市
と
綾
瀬
市
に
対
し
「
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン

ジ
ン
を
主
た
る
動
力
と
す
る
飛
行
機
は
緊
急

　
近
年
は
米
軍
機
や
自
衛
隊
機
に
よ
る
部
品

落
下
事
故
や
航
空
機
の
墜
落
事
故
が
頻
繁
に

起
き
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
も
の
で
は
２
０
１
２
年
２
月
に
着

陸
直
前
の
電
子
戦
機
Ｅ
Ａ
６
Ｂ
プ
ラ
ウ
ラ
ー

が
パ
ネ
ル
２
枚
を
落
と
し
、
一
部
が
基
地
北

側
フ
ェ
ン
ス
そ
ば
の
県
道
を
走
行
中
の
乗
用

車
に
衝
突
、
県
道
を
一
時
封
鎖
す
る
と
い
う

大
事
故
を
起
こ
し
ま
し
た
。
１
枚
の
重
さ
は

２
７
キ
ロ
。
最
大
２
１
８
セ
ン
チ×

１
０
７

セ
ン
チ
の
大
き
さ
。
一
つ
間
違
え
ば
人
身
事

故
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
半
年
後
、「
整
備

士
間
の
連
絡
ミ
ス
で
点
検
を
怠
っ
た
」
と
す

る
事
故
原
因
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、「
不
注
意

で
は
済
ま
さ
れ
な
い
」（
大
和
市
長
）
と
厳
し

い
批
判
の
声
が
自
治
体
か
ら
も
出
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
７
月
に
は
、
厚
木
基
地
か
ら

離
陸
し
た
米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
窓
が
落

下
。
基
地
内
で
発
生
し
た
事
故
の
た
め
、
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
基
地
の
外
で

起
き
て
い
た
ら
と
思
う
と
被
害
は
免
れ
な
い

ゾ
ッ
と
す
る
事
故
で
す
。

　
こ
の
他
に
も
米
軍
機
か
ら
小
さ
な
金
属
製

の
部
品
が
落
下
し
て
綾
瀬
市
の
民
家
の
窓
を

破
損
し
た
り
、
駐
車
中
の
車
の
上
に
落
ち
て

傷
を
つ
け
た
り
す
る
な
ど
の
事
故
も
起
き
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
人
身
事
故
に
つ
な
が
る

危
険
な
事
故
で
す
。
自
衛
隊
機
が
訓
練
中
に

部
品
を
無
く
し
、
帰
着
後
の
点
検
で
無
く
し

た
こ
と
に
気
が
付
い
た
と
い
う
事
故
も
多
発

し
て
い
ま
す
。

　
墜
落
事
故
で
は
２
０
１
７
年
11
月
、
空
母

ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
（
Ｒ
Ｒ
）
艦
載
機
の

Ｃ‒

12
輸
送
機
が
沖
の
鳥
島
沖
で
墜
落
。
搭
乗

員
３
名
は
行
方
不
明
。
２
０
１
８
年
10
月
、

米
海
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
Ｍ
Ｈ
60
）
１
機
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
で
訓
練
中
、
空
母
Ｒ
Ｒ
か
ら

離
陸
直
後
に
空
母
の
甲
板
に
墜
落
。
同
型
機

は
現
在
も
厚
木
基
地
で
訓
練
飛
行
を
続
け
て

い
ま
す
。
同
年
11
月
、
同
じ
く
空
母
Ｒ
Ｒ
所

属
の
戦
闘
機
Ｆ
Ａ
18
が
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル

の
た
め
、
那
覇
市
東
南
東
の
海
上
に
墜
落
。

い
ず
れ
も
海
上
で
の
訓
練
中
の
事
故
で
す
が
、

同
型
機
は
厚
木
基
地
に
時
々
飛
来
し
て
い
ま

す
。
厚
木
基
地
で
も
墜
落
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。
　

　
厚
木
爆
同
や
自
治
体
は
事
故
が
起
こ
る
た

び
に
抗
議
と
再
発
防
止
の
申
し
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
い
っ
こ
う
に
な
く
な
り
ま
せ

ん
。

　
爆
音
だ
け
で
な
く
、
人
身
事
故
に
つ
な
が

る
部
品
落
下
事
故
を
な
く
す
た
め
に
も
、
日

米
地
位
協
定
の
抜
本
改
定
を
含
め
て
、
航
空

機
の
飛
行
制
限
を
強
化
で
き
る
よ
う
な
対
策

が
必
要
で
す
。
一
番
の
安
全
は
基
地
を
な
く

す
こ
と
で
す
。

や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
使
用
し
ま
せ
ん
」

と
い
う
文
書
「
４
６
文
書
」（
通
称
）
で
約
束

し
て
い
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
と
第
四
次
訴
訟
団
は
、
支
援
団

体
と
共
に
防
衛
省
や
海
上
自
衛
隊
、
大
和
市

や
綾
瀬
市
に
対
し
て
「
新
た
な
爆
音
を
持
ち

込
む
な
」「
４
６
文
書
を
守
れ
」
と
乗
り
入
れ

の
撤
回
や
配
備
計
画
の
断
念
を
求
め
る
行
動

を
繰
り
返
し
行
っ
て
き
ま
し
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
試
作
機
Ｘ
Ｐ‒

１
は
２
０
０
８
年
九
月

と
11
月
に
厚
木
基
地
へ
乗
り
入
れ
て
き
ま
し

た
。

　
２
０
１
０
年
２
月
に
は｢

平
成
22
年
（
２
０

１
０
年
）
度
か
ら
関
連
施
設
を
整
備
し
、
平

成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
度
末
に
Ｐ‒

１
を
厚

木
基
地
に
配
備
す
る
」
と
通
知
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、２
０
１
１
年
８
月
、「
試

験
機
に
ひ
び
割
れ
が
発
覚
、
不
具
合
が
発
見

さ
れ
配
備
は
先
送
り
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が

飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
再
三
に

わ
た
り
防
衛
省
に
対
し
て
Ｐ‒

１
の
安
全
性
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
が
、防
衛
省
は「
安
全
・

安
心
」
に
つ
い
て
満
足
で
き
る
対
応
を
と
っ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
し
て
今
回
の
配
備
通
告
で
す
。
厚
木
爆

同
役
員
ら
で
南
関
東
防
衛
局
へ
配
備
撤
回
の

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
対
応
し
た
山
本

達
夫
局
長
に
「
４
６
文
書
」
と
の
関
連
を
問

い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
「『
４
６
文
書
』
は
尊
重

す
る
。
し
か
し
我
が
国
の
安
全
保
障
環
境
を

踏
ま
え
、Ｐ
３
Ｃ
に
比
べ
大
き
く
性
能
を
向
上

さ
せ
、
安
全
性
・
静
粛
性
に
優
れ
た
Ｐ‒

１
を

配
備
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
の

見
解
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
福
島

瑞
穂
参
議
院
議
員
は
弁
護
士
の
立
場
か
ら「
法

的
に
協
定
を
一
方
的
に
破
棄
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
が
、
山
本
局
長

は｢

地
元
の
協
力
、
理
解
を
得
た
い｣

と
答
え

る
の
み
で
し
た
。

　
そ
し
て
２
０
１
３
年
２
月
15
日
南
関
東
防

衛
局
が
大
和
市
長
を
訪
問
し
、｢

平
成
24
年
度

末
に
自
衛
隊
次
期
固
定
翼
哨
戒
機
Ｐ‒

１
２
機

の
配
備
を
開
始
し
、
平
成
28
年
度
末
ま
で
に

12
機
を
厚
木
基
地
に
配
備
す
る｣

と
い
う
内
容

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
Ｐ‒

１
は
今
現
在
厚
木
基
地
を
拠
点
に

教
育
訓
練
を
繰
り
返
し
、
騒
音
被
害
を
ま
き

散
ら
し
て
い
ま
す
。

　『
未
亡
人
製
造
機
』、
こ
ん
な
不
穏
当
な
異

名
を
持
つ
”オ
ス
プ
レ
イ“
が
東
日
本
初
飛
来

と
し
て
厚
木
基
地
に
飛
来
し
た
の
は
、
２
０

１
４
年
７
月
15
日
午
後
３
時
30
分
の
こ
と
で

し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
つ
７
月
９
日
、
防
衛
省
か
ら

「
２
０
１
２
年
普
天
間
基
地
配
備
の
オ
ス
プ
レ

イ
が
、
厚
木
基
地
に
飛
来
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
の
通
告
が
大
和
・
綾
瀬
両
市
に
さ
れ

ま
し
た
。
両
市
は
直
ち
に
反
対
の
姿
勢
を
示

し
ま
し
た
が
、
同
時
に
厚
木
爆
同
も
反
対
・

抗
議
行
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。
10
日
に
座
間

防
衛
事
務
所
に
抗
議
行
動
を
し
た
の
を
皮
切

り
に
、
11
日
に
は
南
関
東
防
衛
局
、
米
軍
厚

木
基
地
を
訪
れ
抗
議
文
を
手
渡
す
と
共
に
新

た
な
不
安
を
も
た
ら
す
と
し
て
、
飛
来
を
止

め
る
よ
う
強
く
訴
え
た
の
で
し
た
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
米
空
軍
仕
様
の
Ｃ
Ｖ
22
、

米
海
兵
隊
仕
様
の
Ｍ
Ｖ
22
が
あ
り
ま
す
が
、

プ
ロ
ペ
ラ
を
上
向
き
と
前
向
き
に
変
え
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
よ
う
な
垂
直
離
着
陸
と
飛
行

機
の
よ
う
な
高
速
飛
行
が
可
能
な
機
種
で
す
。

し
か
し
、
米
軍
が
10
万
飛
行
時
間
を
も
と
に

し
て
算
出
し
た
重
大
（
ク
ラ
ス
Ａ
）
事
故
率

を
見
る
と
、
輸
送
機
Ｃ
１
３
０
の
０
．
８
２

に
対
し
て
、Ｃ
Ｖ
22
は
５
．
８
４
、Ｍ
Ｖ
22
は

２
．
８
５（
２
０
１
８
年
９
月
時
点
）と
な
り
、

危
険
度
の
高
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
世

界
各
地
で
重
大
事
故
を
起
こ
し
て
い
て
、
普

天
間
基
地
所
属
機
も
２
機
墜
落
し
、
エ
ン
ジ

ン
不
調
な
ど
で
緊
急
着
陸
が
絶
え
な
い
機
種

な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
危
険
な
機
種
な
の

で
日
米
合
意
で
「
基
地
外
で
は
回
転
翼
を
真

上
に
向
け
る
垂
直
離
着
陸
（
ヘ
リ
）
モ
ー
ド

は
原
則
禁
止
」
と
飛
行
制
限
を
加
え
ら
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
基
地
周
辺
の
住
宅
密
集
地

の
上
を
ヘ
リ
モ
ー
ド
で
飛
ん
で
い
る
の
を
確

認
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
厚
木
爆
同
は
、
２
０
１
４
年
以
降
飛
来
監

視
と
抗
議
活
動
を
現
在
ま
で
継
続
し
て
行

な
っ
て
来
て
い
ま
す
が
、
飛
来
は
止
む
こ
と

な
く
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
更
に
は
、

オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
時
に
は
通
常
、
事
前
や
当

日
、
国
を
通
し
て
米
軍
が
大
和
・
綾
瀬
両
市

に
情
報
を
提
供
し
て
き
た
の
が
、
連
絡
な
し

で
飛
来
す
る
こ
と
も
増
え
て
い
ま
す
。
危
険

な
機
種
が
合
意
違
反
の
危
険
な
飛
行
で
飛
来

す
る
こ
と
へ
の
監
視
、
抗
議
行
動
は
現
在
も

続
い
て
い
ま
す
。

　
移
転
後
最
初
の
調
査
は
、
２
０
１
８
年
９

月
10
日
か
ら
21
日
ま
で
土
日
を
除
く
９
日
間
、

実
施
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
艦
載
機
の
移
転
に

よ
っ
て
騒
音
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、

大
和
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
騒
音
測
定
器

５
カ
所
の
デ
ー
タ
と
、
綾
瀬
市
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
騒
音
測
定
器
６
カ
所
の
デ
ー
タ
の

分
析
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
移
駐
前
に
比
べ
１
０
０
㏈
以
上
の
大
き
な

騒
音
の
減
少
は
私
た
ち
の
長
年
に
わ
た
る
爆

音
解
消
６
０
年
間
の
運
動
の
成
果
で
あ
り
、

特
に
四
〇
年
を
超
え
る
爆
音
解
消
の
裁
判
闘

争
で
、「
受
忍
限
度
を
超
え
る
爆
音
」「
違
法

な
爆
音
」「
健
康
被
害
を
与
え
る
爆
音
」
な
ど

の
判
決
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に

行
政
や
議
会
、
市
民
の
声
な
ど
が
力
と
な
り
、

国
を
動
か
し
た
こ
と
に
よ
り
騒
音
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
た
だ
、
２
０
１
９
年
、
２
０
２
０
年
と
調

査
を
続
け
た
中
で
戦
闘
攻
撃
機
な
ど
か
ら
発

せ
ら
れ
て
い
た
激
し
い
騒
音
は
移
転
に
よ
り

減
少
し
ま
し
た
が
、
神
奈
川
県
生
活
環
境
の

保
全
等
に
関
す
る
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
る

住
居
専
用
地
域
で
の
騒
音
許
容
限
度
と
さ
れ

て
い
る
50
㏈
を
は
る
か
に
超
え
る
70
㏈
か
ら

90
㏈
の
違
法
騒
音
が
未
だ
に
毎
月
千
回
を
越

え
る
状
況
か
ら
し
て
艦
載
機
移
駐
に
よ
っ
て

静
か
に
な
っ
た
と
は
い
え
ず
、
引
き
続
き
70

㏈
か
ら
90
㏈
台
の
違
法
騒
音
の
解
消
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、Ｐ‐

１
哨
戒
機
は
全
国
の
基
地
へ
の

配
備
に
向
け
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
搭
乗
員
の
養

成
と
機
体
試
験
な
な
ど
の
飛
行
訓
練
を
厚
木

基
地
周
辺
の
住
宅
地
上
空
で
旋
回
飛
行
訓
練

と
基
地
滑
走
路
で
の
タ
ッ
チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
訓

練
を
連
日
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

米
軍
艦
載
機
が
移
転
し
た
後
は
、
自
衛
隊

ジ
ェ
ッ
ト
機
Ｐ
１
哨
戒
機
に
よ
る
日
常
的
な

旋
回
飛
行
訓
練
な
ど
に
よ
り
、
基
地
周
辺
住

民
は
引
き
続
き
騒
音
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
一
日
も
早
く
解
消
さ

せ
る
た
め
に
は
、
新
た
な
運
動
目
標
を
構
築

し
て
引
き
続
き
騒
音
解
消
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

厚木爆同ホームページ　atsugibakudou.com 又は「厚木爆同」で検索 厚木爆同ホームページ　atsugibakudou.com 又は「厚木爆同」で検索

　
５
回
に
わ
た
っ
て
紙
面
を
組
み
、
厚
木

基
地
爆
音
防
止
期
成
同
盟
の
歴
史
を
振
り

返
っ
て
き
ま
し
た
。
厚
木
爆
同
結
成
か
ら

今
日
ま
で
、
先
輩
諸
氏
の
闘
い
の
功
績
が

確
認
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
岩
国
基
地
へ

の
米
軍
戦
闘
機
の
移
転
に
よ
り
厚
木
基
地

は
以
前
よ
り
静
か
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
今
な
お
米
軍
は
残
り
、
自
衛
隊
も
常
駐

し
て
い
ま
す
。
基
地
が
あ
る
限
り
航
空
機

は
飛
び
交
い
周
辺
住
民
は
不
安
に
駆
ら
れ

る
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
平
和
運
動
を
担
う
人
た
ち

と
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
世
界
を
め
ざ

し
ま
す
。
結
成
６
０
周
年
記
念
誌
と
共
に
、

こ
の
特
集
も
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
財
産
と

し
て
行
き
ま
す
。

　
60
年
の
運
動
の
歴
史
を
見
て
き
ま
し
た
が
、

60
年
経
っ
た
今
も
厚
木
基
地
は
存
在
し
ま
す
。

そ
し
て
、
今
ま
で
無
か
っ
た
訓
練
や
新
し
い

部
隊
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
衛

隊
に
よ
る
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
装
備
品
性
能
試
験
、

米
軍
輸
送
機
を
使
用
し
た
陸
自
空
挺
部
隊
の

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
。
住
宅
地
が
密
集

す
る
場
所
で
の
訓
練
は
大
変
危
険
で
す
。
さ
ら

に
米
軍
が
単
独
で
実
施
す
る
訓
練
の
た
め
米
陸

軍
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
部
隊
が
車
両
20
両
米
軍
人
50

名
を
厚
木
基
地
に
展
開
し
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
基
地
機
能
の
強
化
を
許
さ
ず
、

一
日
も
早
い
厚
木
基
地
の
返
還
を
め
ざ
し
運
動

を
続
け
ま
す
。

60
周
年
特
集

　最
終
回 結成6 0年の闘いの歴史結成6 0年の闘いの歴史

静かな空を 爆音と危険をなくす！静かな空を 爆音と危険をなくす！
最終回

海
自
Ｐ
１ー
哨
戒
機
配
備
阻
止
闘
争

海
自
Ｐ
１ー
哨
戒
機
配
備
阻
止
闘
争

2007年～2007年～

オ
ス
プ
レ
イ
厚
木
基
地
へ

　
　
　
　
東
日
本
初
飛
来

オ
ス
プ
レ
イ
厚
木
基
地
へ

　
　
　
　
東
日
本
初
飛
来

2014年～2014年～

飛
行
実
態
と
騒
音
測
定
実
施

飛
行
実
態
と
騒
音
測
定
実
施

岩
国
移
転
後
の
飛
行
実
態
を
毎
年
調
査

岩
国
移
転
後
の
飛
行
実
態
を
毎
年
調
査

多
発
す
る
部
品
落
下
、墜
落
事
故

　
　
　
　
　
　
人
身
事
故
の
危
険
が

多
発
す
る
部
品
落
下
、墜
落
事
故

　
　
　
　
　
　
人
身
事
故
の
危
険
が
2012年～2012年～2018年～2018年～

今
後
も
基
地
機
能
の

　
　
　
　
　
強
化
を
監
視
！

今
後
も
基
地
機
能
の

　
　
　
　
　
強
化
を
監
視
！

2020年～2020年～

特集

オスプレイ厚木基地に飛来

2020年の目視調査 滑走路北側道路に落下した航空機部品

P - 1配備反対　市役所で抗議行動

試作機 XP-1哨戒機

オスプレイ監視行動
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苦情の電話をかけよう
大和市 基地対策課
綾瀬市 基地対策課
海老名市 企画財政課
座間市 市長室渉外課
相模原市 基地対策課
藤沢市 危機管理課
町田市 企画政策課
神奈川県 基地対策課

海上自衛隊厚木基地
防衛省座間事務所
防衛省南関東防衛局
防衛省南関東防衛局（夜間・休日）
米海軍厚木基地
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……………………
…………………
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………………………

046-260-5310
0467-70-5604
046-235-4634
046-252-8035
042-769-8207
0466-50-8381
042-724-2103
045-210-3375

0467-78-8611
046-261-4332
045-211-7129
045-211-7386
0467-78-2664

抗議の電話をかけよう

違法な航空機爆音を解消させるため、特に自衛隊ジェット
機 P-1 哨戒機の旋回飛行訓練による爆音被害に、苦情と
抗議の電話をかけましょう。

　
種
類
別
の
飛
行
に
つ
い
て

　
は
じ
め
に
、
５
日
間
の
飛
行
回
数
で
は
、

１
６
９
回
の
飛
行
が
確
認
さ
れ
、
ジ
ェ
ッ
ト

機
の
９
割
、
そ
し
て
プ
ロ
ペ
ラ
機
の
７
割
が
、

自
衛
隊
機
の
飛
行
で
し
た
。

　
所
属
別
の
飛
行
に
つ
い
て

　
つ
ぎ
に
、
所
属
別
の
飛
行
回
数
で
は
、
自

衛
隊
機
の
飛
行
が
７
割
を
占
め
る
と
と
も
に
、

基
地
南
側
で
の
自
衛
隊
機
の
飛
行
訓
練
が
顕

著
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　　
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
装
備
品
性
能
試
験

　
私
た
ち
の
運
動
の
成
果
も
あ
っ
て
、

大
き
な
爆
音
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
た

米
軍
の
空
母
艦
載
機
が
岩
国
基
地
に
移

転
し
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
使
わ
な
く
な
っ
た

施
設
や
土
地
は
返
還
さ
れ
る
の
が
筋
だ

と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
米

軍
と
自
衛
隊
は
空
い
た
基
地
を
利
用
し

て
今
ま
で
行
っ
て
い
な
い
新
し
い
訓
練

を
厚
木
基
地
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
　

　
そ
れ
は
、
輸
送
機
か
ら
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
で
投
下
す
る
試
験
で
す
。
間
違
っ
て

民
家
に
落
ち
る
可
能
性
も
あ
る
訓
練
で

あ
り
、
今
回
は
あ
ろ
う
事
か
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
の
一
部
が
破
れ
て
い
た
こ
と

も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
習
志
野
空
挺
部
隊
の
降
下
訓
練

　
９
月
15
日
に
厚
木
基
地
か
ら
陸
自
空

挺
部
隊
の
隊
員
が
米
軍
輸
送
機
Ｃ
１
３

０
で
千
葉
県
習
志
野
演
習
地
ま
で
空
輸

さ
れ
、
そ
こ
で
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
厚
木
基
地
は
米
軍
が
使

い
、
陸
自
も
、
そ
し
て
日
米
共
同
訓
練

で
も
、
と
な
る
と
基
地
機
能
は
ま
す
ま

す
強
化
さ
れ
、
私
た
ち
が
め
ざ
し
て
い

る
基
地
返
還
は
遠
ざ
か
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
厚
木
爆
同
は
四
団
体
と
と
も
に

抗
議
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
私

た
ち
が
問
題
に
し
た
の
は
、
米
軍
の
作

戦
に
自
衛
隊
を
活
用
し
て
よ
い
の
か
、

空
挺
部
隊
の
錬
成
訓
練
な
ら
ば
米
軍
機

を
使
用
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
だ
と
い

う
こ
と
。
ま
た
、
厚
木
基
地
は
長
年
航

空
機
の
騒
音
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
以
上
の
爆
音
を
も
た
ら
す
よ

う
な
訓
練
は
や
め
る
べ
き
で
す
。
さ
ら

に
、
降
下
訓
練
は
演
習
場
外
に
着
地
す

る
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
前
記
し
た
厚

木
基
地
で
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
の
投
下

訓
練
と
同
じ
よ
う
に
民
家
に
接
し
て
い

る
習
志
野
演
習
場
で
の
訓
練
は
問
題
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
米
軍
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
部
隊
の
展
開

　
10
月
26
日
か
ら
11
月
５
日
ま
で
日
米

共
同
統
合
演
習
に
関
連
し
て
、
米
軍
が

単
独
で
実
施
す
る
訓
練
の
た
め
米
陸
軍

ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
部
隊
が
米
海
軍
厚
木
基

地
に
展
開
す
る
情
報
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
弾
道
ミ
サ
イ
ル
等
か
ら
の
防
衛
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。
厚
木
基
地
に
は
、車
両
20
両
、

人
員
50
名
の
規
模
で
集
結
し
ま
し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
四
団
体
と
と
も
に
滑
走

路
脇
で
の
監
視
・
抗
議
行
動
を
行
い
、

そ
の
後
、
厚
木
基
地
正
門
で
の
申
し
入

　
厚
木
爆
同
と
第
五
次
原
告
団
・
弁
護

団
は
、
さ
る
10
月
９
日
に
大
和
市
発
行

の
「
広
報
や
ま
と
」（
２
０
２
０
年
９

月
15
日
号
）
に
厚
木
基
地
の
「
航
空
機

騒
音
に
か
か
る
環
境
基
準
の
達
成
状

況
」
と
し
て
掲
載
し
た
記
事
の
内
容
に

関
し
て
、
大
和
市
長
に
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

　
記
事
で
は
、
５
カ
所
の
騒
音
測
定
点

の
う
ち
平
成
30
年
度
及
び
令
和
元
年
度

の
年
間
値
が
、
環
境
基
準
を
３
地
点
で

達
成
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
大
和
市
が
測
定
し
て
い
る

Ｌ
ｄ
ｅ
ｎ
値
は
、
公
共
用
飛
行
場
（
民

間
空
港
）
に
適
用
さ
れ
る
評
価
単
位
で

あ
り
、
防
衛
施
設
た
る
飛
行
場
（
軍
用

空
港
）
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
評
価
単
位

は
、
現
時
点
で
未
だ
策
定
、
公
表
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
厚
木
基
地
の
よ
う
な

防
衛
施
設
た
る
飛
行
場
（
軍
用
空
港
）

の
航
空
機
騒
音
を
測
定
す
る
こ
と
は
本

来
の
方
法
で
は
な
く
、
そ
の
測
定
値
を

そ
の
ま
ま
用
い
れ
ば
、
防
衛
施
設
た
る

飛
行
場
の
騒
音
の
程
度
を
実
際
よ
り
も

低
く
評
価
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
ま
し
て
、
公
共
飛
行
場
に
適
用
さ
れ

て
い
る
Ｌ
ｄ
ｅ
ｎ
値
に
よ
っ
て
防
衛
施

設
た
る
飛
行
場
に
つ
い
て
、
環
境
基
準

の
達
成
い
か
ん
を
論
ず
る
こ
と
は
大
き

な
誤
解
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

と
し
て
、
大
和
市
長
に
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

の
反
対
の
声
を
結
集
し
、
基

地
機
能
の
強
化
を
止
め
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
開
催
日
時
】

12
月
13
日
（
日
）

　
　
　
11
時
〜
21
時

  

　 

14
日
（
月
）

　
　
　
10
時
〜
20
時

【
入
場
】　
無
料

【
会
場
】

大
和
市
文
化
創
造
拠
点

シ
リ
ウ
ス
　
　

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
主
催
】　
パ
ネ
ル
展
実

行
委
員
会
　
　

れ
、
南
関
東
防
衛
局
に
対
す
る
申
し
入

れ
等
の
行
動
を
提
起
し
、
厚
木
基
地
の

機
能
強
化
に
断
固
反
対
し
て
い
き
ま
し

た
。

　
以
上
の
よ
う
に
最
近
の
厚
木
基
地
で

は
今
ま
で
無
か
っ
た
初
め
て
の
訓
練
な

ど
新
た
な
厚
木
基
地
の
使
用
が
頻
繁
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
周
辺
住
民

　
機
種
別
の
飛
行
に
つ
い
て

　
つ
ぎ
に
、
機
種
別
の
飛
行
回
数
で
は
、
基

地
北
側
で
自
衛
隊
機
と
米
軍
機
で
13
機
種（
厚

木
基
地
所
属
で
な
い
他
基
地
か
ら
の
外
来
機

６
機
種
を
含
む
）
の
飛
行
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
基
地
南
側
で
は
自
衛
隊
機
と
米
軍
機

で
12
機
種
（
外
来
機
３
機
種
を
含
む
）
の
飛

　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
機
は
、
自
衛
隊
機
、
米
軍

機
と
も
に
基
地
南
側
で
の
飛
行
が
圧
倒
的
に

多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
特
徴
的
な
こ
と
は
、
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト
機

Ｐ‒

１
哨
戒
機
と
、
米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
機
Ｍ

Ｈ‒

60
機
、
及
び
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
機
Ｓ

Ｈ‒

60
機
の
３
機
種
で
全
飛
行
回
数
の
75
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
騒
音
測
定
別
に
つ
い
て

　
つ
ぎ
に
、
騒
音
測
定
別
で
は
、
基
地
北
側

で
80
㏈
台
か
ら
60
㏈
台
、
基
地
南
側
で
90
㏈

台
か
ら
60
㏈
台
の
騒
音
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
地
北
側
と
南
側
の
合
計
で
は
、

70
㏈
台
の
騒
音
が
全
体
の
半
分
を
占
め
て
い

る
と
と
も
に
、
70
㏈
台
か
ら
90
㏈
台
の
騒
音

が
全
体
の
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
70
㏈
台
か
ら
90
㏈ 

台
の
違
法

騒
音
が
、
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
艦
載
機

の
移
転
に
よ
っ
て
静
か
に
な
っ
た
と
は
言
え

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
５
日
間

は
、
天
候

不
順
と
と

も
に
、
航

空
機
の
飛

行
が
極
端

に
少
な

か
っ
た
中

で
の
調
査

に
な
り
ま

し
た
。

　
調
査
で

は
、
基
地

南
側
で
ヘ

リ
コ
プ

タ
ー
機
Ｍ

Ｈ‒

60
機
や
Ｓ
Ｈ‒

60
機
機
の
旋
回
飛
行
訓
練

や
ホ
バ
リ
ン
グ
訓
練
、
エ
ン
ジ
ン
テ
ス
ト
な

ど
を
繰
り
返
し
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト
機
Ｐ‒

１
哨
戒
機

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
教
育
訓
練
と
し
て
の
タ
ッ

チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
訓
練
と
旋
回
飛
行
訓
練

が
連
日
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
騒

音
の
発
生
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
米
空
母
艦
載
機
な
ど
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い

た
激
し
い
騒
音
は
、
岩
国
基
地
へ
の
移
転
に

よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
神
奈
川
県
生
活
環

境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に
定
め
ら
れ
て

い
る
住
居
専
用
地
域
で
の
騒
音
許
容
限
度
と

さ
れ
て
い
る
50
㏈
を
は
る
か
に
超
え
る
違
法

騒
音
が
、
い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
こ
と
は
、

艦
載
機
の
移
転
に
よ
っ
て
静
か
に
な
っ
た
と

は
言
え
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
一
日
も
早
く
解
消
さ

せ
る
た
め
に
は
、
新
た
な
運
動
目
標
を
構
築

し
て
、
引
き
続
き
騒
音
解
消
に
取
り
組
ん
で

行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
引
き
続
き
、
力
を
合
わ
せ
て
、
静
か
な
空

と
夜
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト
機
Ｐ‒

１
哨
戒
機
に

つ
い
て

　
つ
ぎ
に
、
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
Ｐ‒

１
哨

戒
機
は
、
全
国
へ
の
配
備
に
む
け
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
や
搭
乗
員
の
養
成
と
機
体
試
験
な
ど
の
飛

行
訓
練
を
厚
木
基
地
周
辺
の
住
宅
地
上
空
で
、

旋
回
飛
行
訓
練
と
基
地
滑
走
路
で
の
タ
ッ
チ
・

ア
ン
ド
・
ゴ
ー
訓
練
を
連
日
行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
で
も
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト
機
Ｐ‒

１

哨
戒
機
は
、
圧
倒
的
な
飛
行
回
数
を
記
録
し

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
米
軍
艦
載
機
が
移
転
し
た

後
は
、
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト
機
Ｐ‒

１
哨
戒
機
に

よ
る
日
常
的
な
旋
回
飛
行
訓
練
な
ど
に
よ
り
、

基
地
周
辺
住
民
は
引
き
続
き
騒
音
被
害
に
悩

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
飛
行
訓
練
は
、
同
一
飛
行
コ
ー
ス
を

繰
り
返
し
飛
行
す
る
た
め
、
住
宅
地
上
空
で

は
４
分
か
ら
５
分
間
隔
で
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
騒

音
被
害
を
連
日
数
時
間
に
わ
た
っ
て
受
け
て

い
る
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
時
に
は
、
旋
回
飛
行
訓
練
を
２
機

で
代
わ
る
が
わ
る
行
う
こ
と
に
よ
り
、
基
地

周
辺
住
民
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
騒
音
を
２
分
か

ら
３
分
間
隔
で
浴
び
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
飛
行
訓
練
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
調

査
を
行
っ
た
９
月
４
日
の
自
衛
隊
ジ
ェ
ッ
ト

機
Ｐ‒

１
哨
戒
機
を
捉
え
て
み
る
と
、
南
風
に

向
か
っ
て
13
時
９
分
の
飛
行
か
ら
13
時
４
７

分
の
着
陸
ま
で
に
、
旋
回
飛
行
訓
練
と
タ
ッ

チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
訓
練
を
４
分
か
ら
５
分

間
隔
で
繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
こ
と
が
調
査

記
録
表
か
ら
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
と
め

　
最
後
に
、航
空
機
の
飛
行
実
態
調
査
を
行
っ
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厚
木
爆
同
は
、第
五
次
原
告
団
と
、厚
木
基
地

を
飛
行
す
る
航
空
機
の
飛
行
実
態
と
騒
音
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
方
法
は
、厚
木
基
地
北
側
の「
上
草
柳
３

丁
目
公
園
」（
滑
走
路
か
ら
北
１
km
地
点
）と
、基

地
南
側
の「
ゆ
と
り
の
森
」（
滑
走
路
か
ら
南
５

０
０
ｍ
地
点
）に
お
い
て
、さ
る
８
月
31
日（
月
）

か
ら
９
月
４
日（
金
）ま
で
の
５
日
間
、午
後
１

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、航
空
機
の
飛
行
確
認

と
騒
音
測
定
を
実
施
し
ま
し
た
。厚

木
基
地
で
の
最
近
の
動
き   

航
空
機
の
飛
行
と
騒
音
調
査
で

　
　
　
　飛
行
の
実
態
が
明
ら
か
に

航
空
機
の
飛
行
と
騒
音
調
査
で

　
　
　
　飛
行
の
実
態
が
明
ら
か
に

＝
岩
国
移
転
後
の
厚
木
基
地
機
能
強
化
の
実
態
＝

航
空
機
騒
音
に
関
す
る
広
報
紙
の
記
事

誤
解
を
招
く
た
め
、
大
和
市
長
に
申
し
入
れ

危
険
な
訓
練
の
実
施

日
米
地
位
協
定
を

考
え
る
パ
ネ
ル
展

日
米
地
位
協
定
を

考
え
る
パ
ネ
ル
展

破れたパラシュートで性能試験

厚木基地に集結したペトリオット部隊の車両

飛行実態と騒音調査

種類別の飛行回数

機種別の飛行回数

所属別の飛行回数

ジェット機
外来機

北
自衛隊

ジェット機 プロペラ機 ヘリコプター機
米 軍 自衛隊 米 軍 自衛隊 米 軍 不 明

南

　

40

30

20

10

0
北 南 北 南 北 南 北 南 北 南 北 南

プロペラ機

ヘリコプター機

北
自衛隊
南 北

米 軍
南 北

不 明
南

　80

60

40

20

0

騒音別の飛行回数

北
50db台
南

　60

40

20

0
北
60db台
南北

70db台
南北

80db台
南北

90db台
南北

100db台
南

32 36

40

76

13

37

2 1

5 3 5

17

5 5 3

23

3

29

2 1

P1
北
31
南
36

北
1
南
0

北
1
南
0

北
1
南
0

北
1
南
2

北
1
南
1

北
1
南
0

P8A UC35 U125 C17 C40A E3B

P3C
北
0
南
4

北
4
南
9

北
1
南
2

北
3
南
2

北
2
南
2

北
0
南
1

北
0
南
2

C12J LC90 UC12F US2 C130 KC130

SH60
北
3
南
23 169

北
2
南
1

北
3
南
29

MH60 不明 合計

自衛隊
69%

米軍
29%

不明2%

0
3 7
19

45
34

3

35

0
6
01

80db台
25%

70db台
51%

60db台
17%

50db台
2%90db台

4%

100db台
1%


